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　食事は、インターネットで食材を買い、よくカンボジア料

理を作ります。チャンティさんは「カンボジアでは手やスプー

ンを使って食事をするため、最初は箸を使うのがとても難し

かったです」と食事中のマナーを練習。わさびは辛くて苦手

ですが、お寿司や天ぷらが好きといい、日本の食文化を楽し

んでいます。

　今回は、妹背牛町内の佐藤鋳工株式会社で働いているカンボ
ジア人技能実習生の女性２人と話し、彼女たちの生活の様子に

ついて詳しく聞きました。

　チョン・チャンティさん（２４）とチェア・スレイオンさん

（２２）は令和 4年 6月に妹背牛町へ来て、2年が経ちました。

スレイオンさんは家族のことが恋しく、夕食後の 1時間、毎日

ビデオ通話をして、その日の出来事を話したり、家族みんなの

様子を聞いたりしています。

　2人は日本語をあまり話せないので、仕事中やスーパーに行っ

た時も簡単な言葉で対応しています。ですが、旭川の雪まつり

に行ったときは、たくさんの雪で作られた大小のきれいな雪像

を見て楽しんだそうです。

「いいとこ撮り」は、広報担当者が見つけた町の
魅力やホットな話題をお届けするコーナーです。

ベトナム人の地域おこし協力隊員が
町内の外国人を紹介する企画です。

木
き や ま

山 卓
た く み

己 さん 59 歳

・妹背牛町出身   

・株式会社 木山塗工部 ３代目

・高校を卒業後、東京の写真事

務所などで活躍。家業を継ぐ

ため、1997 年に一般建築塗装

を請け負う同社へ入社。2011

年、代表取締役に就任。

新しい妹背牛商工会長 「さらに魅力ある商工会に」
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取
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。
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。

　

６
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上
旬
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今
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花
と
ラ
イ
ト
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街

を
彩
る
「
歩
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と
）
を
設
置
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７
月
７
日
に
は
名
物
行
事
の
「
遊
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開
催
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と
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今
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皆
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話
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。
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和
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し
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し
た
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と
、

抱
負
を
語
り
ま
す
。

協力隊員のフオンさんから
インタビューを受けるチェ
ア・スレイオンさん（右）

協力隊員のリンさんに日本
での暮らしぶりを伝える
チョン・チャンティさん（左）

歩花灯の作業風景


